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の
間
に
多
様
な
文
化
的
欲
求
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
国
際
化
の
す

う
勢
の
中
で
高
い
水
準
の
優
れ
た
芸
術
文
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

文
化
庁
に
お
い
て
は
、
芸
術
の
水
準
を
高
め
r

ま
た
国
民
が
等
し
く

か
か
る
芸
術
文
化
を
享
受
し
う
る
よ
う
，
①
優
れ
た
芸
術
文
化
活
動
を

奨
励
す
る
脆
策
と
し
て
r

芸
術
活
動
の
振
興
に
民
間
の
活
力
を
導
入
す

る
た
め
の
調
査
研
究
、
芸
術
閃
係
団
体
の
行
う
事
業
に
対
す
る
助
成
f

日
米
舞
台
芸
術
交
流
事
業
r

優
秀
舞
台
芸
術
公
演
奨
励
事
業
、
芸
術
祭

（
主
催
公
演
協
賛
公
演
、
参
加
公
演
、
国
際
公
演
）
の
実
施
、
芸
術

近
年
社
会
的
編
経
済
的
諸
条
件
の
変
化
を
背
景
と
し
て
広
く
＼
国
民

文
化
行
政
の
概
況

こ］

位

文
観
籠
蜃
霞
濃
麟

----』」

を
行
っ
た
。

「
中
学
校
芸
術
鑑
賞
教
室
」
、

全
国
各
地
に
お
い
て
優
れ
た
舞
台
芸
術

家
育
成
の
た
め
の
研
修
（
在
外
研
修
。
国
内
研
修
）
、
優
れ
た
成
果
を
挙

げ
た
芸
術
家
。
団
体
の
顕
彰
（
芸
術
選
奨
、
日
本
芸
術
院
賞
芸
術
作

品
賞
、
孵
台
芸
術
創
作
奨
励
賞
、
優
秀
美
術
作
品
買
上
、
優
秀
映
画
s

こ
ど
も
向
け
テ
レ
ビ
用
優
秀
映
画
製
作
奨
励
）
、

②
芸
術
鑑
賞
機
会
の

充
実
を
図
る
施
策
と
し
て
r

こ
ど
も
の
豊
か
な
創
造
性
、
情
操
の
か

ん
養
に
資
す
る
た
め
の

「
こ
ど
も
芸
術
劇
場
」
f

青
少
年
の
情
操
の
か

ん
養
と
芸
術
活
動
へ
の
気
運
を
醸
成
す
る
「
青
少
年
芸
術
劇
場
」
f
中

学
生
の
情
操
の
か
ん
養
と
芸
術
活
動
へ
の
参
加
の
機
運
を
醸
成
す
る

を
鑑
賞
す
る
機
会
を
確
保
す
る
「
移
動
芸
術
祭
」
、
美
術
作
品
の
巡
回

展
（
国
立
美
術
館
所
蔵
内
外
美
術
名
品
展
、
現
代
美
術
選
抜
展
）
、
⑧

地
方
に
お
け
る
文
化
活
動
を
振
興
す
る
施
策
と
し
て
、
昭
和
六
二
年
八

刀
愛
知
県
で
開
催
さ
れ
た
第
一
―
回
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
に
対
す

る
補
助
r

地
域
の
文
化
活
動
の
拠
点
と
な
る
公
立
文
化
施
設
の
建
設
に

対
す
る
補
助
、
公
立
文
化
会
館
の
職
員
等
に
対
す
る
研
修
r

地
方
で
開

催
さ
れ
る
音
楽
、
演
劇
、
美
術
の
講
習
会
等
に
対
す
る
指
導
者
の
派
遣

ま
た
、
我
が
国
の
歴
史
の
流
れ
の
中
で
生
ま
れ
、
育
ち
r

受
け
継
が

れ
て
き
た
文
化
遺
産
を
大
切
に
保
存
し
f
活
用
し
r

さ
ら
に
後
世
に
引

- 75 -



昭
和
六
二
年
度
は
熊
本
に
お
い
て

-
0月
二
日
か
ら
一

0
日
問
、

き
継
ぐ
こ
と
は
現
代
社
会
に
生
き
る
我
み
の
使
命
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
文
部
省
は
、
専
門
家
に
よ
る
綿
密
か
つ
的
確
な
調
査
に
基
づ
き
，

文
化
財
の
う
ち
重
要
な
も
の
を
指
定
。
選
定
し
て
そ
の
保
護
を
図
っ
て

い
る
。
昭
和
六
三
年
三
月
一
八
日
現
在
、
重
要
文
化
財
一
万
一
四
一
〇

件
（
う
ち
国
宝
一

0
三
四
件
）
、

形
民
俗
文
化
財
一
六
九
件
、
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
一
四
一
件
r

史
跡

名
勝
天
然
記
念
物
二
四
三
一
件
（
う
ち
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
一

五
五
件
）
が
指
定
さ
れ
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
二
六
地

区
、
選
定
保
存
技
術
三
四
件
が
選
定
さ
れ
て
い
る
。

も
に
r

こ
の
よ
う
戸
重
要
な
文
化
財
と
し
て
指
定
・
選
定
さ
れ
た

を
保
護
す
る
た
め
、
国
宝
。
重
要
文
化
財
及
び
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
に
つ
い
て
は
計
画
的
に
保
存
修
理
や
防
災
事
業
を
行
う
と
と

防
災
設
備
の
保
守
点
検
。
小
修
理
等
の
維
持
管
理
事
業
へ
の
助

史
跡
等
に
つ
い
て
は
r

そ
の
公
有
化
、
保
存
麓
設
等
の
設
置
の

さ
ら
に
重
要
無
形
文
化
財
の
後
継
者
養
成
事
業
、
民
俗
文
化
財
の
調

査

保

存

修

理

防

災
r

地
斌
伝
承
活
動
等
、
文
化
財
の
保
存
修
理
等

家
に
よ
る
慎
重
な
審
議
の
結
果
、
最
優
秀
作
品
一
点
、
優
秀
作
品
四
点

を
選
定
し
、

こ
れ
を
発
表
し
た
。

案
を
固
め
る
た
め
の
基
本
設
計
を
実
施
し
て
お
り
、
昭
和
六
三
年
度
に

お
い
て
は
、
実
麓
計
画
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ラ
、
合
昌
‘

/
n
u。 第

三
回
国
民
文
化
禁
は
、
兵
庫
で
開
催

今
旦
心
の
豊
か
さ
を
求
め
る
国
民
の
文
化
に
寄
せ
る
関
心
と
期
待

に
こ
た
え
る
た
め
、
昭
和
六
一
年
度
か
ら
、
国
民
一
般
（
ア
マ
チ
ュ
ア
）

が
行
っ
て
い
る
各
種
の
文
化
活
動
（
民
俗
芸
能
、
民
謡
、
オ
ー
ケ
ス
ト

吹
奏
楽
．
浪
劇
、
美
術
r

文
芸
J
映
像
及
び
お
茶
こ
ね
花

フ
ァ
ッ
ジ
ョ
ン
性
の
導

入
、
最
新
の
手
法
、
技
術
を
使
っ
た
演
出
等
を
特
徴
と
し
て
一

0
月
二

二
日
か
ら
一

一
月
三
日
ま
で
の
一
『
一
日
間
、
三
七
部
門
四
四
の
主
催
事

業
を
文
化
庁
と
共
催
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

主
催
事

業
の
ほ
か
に
こ
の
文
化
祭
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
同
文
化
祭
を
盛
り
あ
げ

る
た
め
企
業
等
が
実
施
す
る
協
賛
事
業
が
あ
る
。

参
加
公
演
や
国
内
大
型
舞
台
公
演
等
を
、
企
業
等
民
間
の
協
力
も
得
て

我
が
国
舞
台
芸
術
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
f
そ
の
水
準
の
格
段
の
向

(4) 

芸
術
活
動
の
特
別
推
進

上
を
促
す
よ
う
な
我
が
国
の
芸
術
団
体
に
よ
る
海
外
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

新
た
に
実
施
す
る
。

第
一
一
一
回
目
の
兵
庫
県
は
r

国
際
性
の
発
揮
in

る。

「
国
民
文
化
祭
」
を
開
催
し
て
い
る
。

我
が
国
芸
術
文
化
の
振
興
に
資
す
る
た
め
芸
術
祭
国
際
公
演
を
実
施
す

な
ど
の
生
活
文
化
等
）
を
全
国
的
な
規
模
で
発
表
す
る
場
と
し

せ
、
ア
ジ
ア
。
太
平
洋
地
域
諸
国
間
の
友
好
親
善
に
寄
与
し
r

も
っ
て

国
の
代
表
的
な
民
俗
芸
能
団
を
招
へ
い
し
て
芸
術
祭
に
特
別
参
加
さ

(2) 

こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
文
化
祭
は
、
毎
年
、
各
県
持
ち
回
り
の
国
体
方
式
で
開
催
す
る

昭
和
六
一
年
一

0
月
か
ら
は
最
優
秀
作
品
に
基
づ
き
具
体
的
な
建
築

宗
教
行
政
関
係
で
は
、
宗
教
法
人
の
規
則
等
の
認
証
、
都
道
府
県
に

お
け
る
認
証
事
務
に
対
す
る
指
導
及
び
宗
務
行
政
に
つ
い
て
の
調
査
、

宗
教
法
人
の
管
理
運
営
の
適
正
化
を
図
る
た
め
の
研
修
会
等
を
実
施
し

た
。
ま
た
、
宗
教
法
人
の
適
正
化
の
た
め
の
施
策
の
一
層
の
充
実
を
図

る
た
め
「
宗
教
法
人
運
営
の
適
正
化
の
た
め
の
資
料
」
を
作
成
し
た
ほ

か
、
宗
務
時
報
及
び
宗
教
年
鑑
を
発
刊
し
た
。
な
お
、
六
三
年
度
は
f

宗
教
法
人
の
事
業
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
f
そ
の
実
態
把
握
に
努
め
て

オ
ペ
ラ
、

現
代
舞
台
芸
術
の
殿
堂
と
な
る
第
二
国
立
劇
場
に
つ
い
て
は
r

昭
和
六

0
年
七
月
｝
．
建
築
設
計
競
技
の
募
集
要
項
を
発
表
し
r

い
わ
ゆ
る
公
開

設
計
「
一
ン
ペ
に
着
手
し
た
。
そ
の
結
果
f
参
加
登
録
者
総
数
一
九
二

（
海
外
ニ
ニ
か
国
六

0
作
品
）
に
達
し
、
昭
和
六
一
年
五
月
に
は
専
門

ニ
ー
の
事
業
の
催
し
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
催
し
に
全
国
各
地
か
ら
一
―

1
0

五
団
体
、
延
べ
九

0
0
0人
の
出
浪
者
が
あ
り
観
客
数
は
二

0
万
人
に

も
及
ん
だ
。芸

術
祭
国
際
公
演

ア
ジ
ア
。
太
平
洋
地
域
諸
国
の

¢
9心
）文

化
庁
で
は
、
我
が
国
の
政
治
的
a

経
済
的
地
位
の
向
上
な
ど
時
代

の
推
移
に
対
応
し
r

毎
年
秋
に
実
施
し
て
い
る
芸
術
祭
の
国
際
化
を
促

進

す

る

と

と

も

に

ら

毎

年

四

か

名
（
う
ち
外
国
人
三
七
か
国
五

0
七
名
）

応
募
作
品
数
ニ
ニ
八
作
品

策
f
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
へ
の
助
成
を
行
っ
た
。

成
f
復
旧
。
整
備
の
助
成
等
を
行
っ
た
ほ

天
然
記
念
物
の
食
害
対

成
、
美
術
工
芸
品
の
国
に
よ
る
買
い
上
げ
を
行
っ
た
。

レ
こ

こ
ュ
ー
ジ
カ
凡
現
代
舞
踊
、
現
代
演
劇
等
の

①
第
二
国
立
劇
場
（
仮
称
）
の
設
立
準
備

芸
術
文
化
の
振
興

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

重
要
無
形
文
化
財
七
二
件
r

重
要
有

す
る
助
成
を
行
っ

に
不
可
欠
な
保
存
技
術
に
つ
い
て
の
後
継
者
婆
成
等
の
各
種
事
業
に
対

- 77 - - 76 -



参
考
に
し
て
著
作
隣
接
権
制
度
を
嘩
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

R
出
版
者
の
保
謹
に
関
す
る
検
討

て
い
る
。

隣
接
権
条
約
は
、
昭
和
一
ー
一
六
年
に
実
演
家
、

る
行
為
と
み
な
し

こ
れ
を
罰
則
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る

①
隣
接
権
条
約
へ
の
加
入
に
関
す
る
検
討

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

(2) い
る
。

②
ピ
デ
オ
海
賊
版
問
題
に
関
す
る
検
討

正
す
る
法
律
案
を
第
一
―
二
回
国
会
に
提
出
し
て
い
る
。

書
、
新
聞
、
維
詰
、
放
送
な
ど

一
般
の
社
会
生
活
に
お
い
て
現
代
の

公
用
文

国
語
審
議
会
は
r

昭
和
四
一
年
六
月
に
文
部
大
臣
か
ら
「
国
語
施

抱
策
の
見
直
し
を
進
め
r

逐
次
f
所
要
の
答
申
を
行
っ
て
き
た
が
、

れ
ら
は
い
ず
れ
も
内
閣
告
示
。
内
閣
訓
令
と
し
て
実
施
に
移
さ
れ
て
き

こ
れ
ら
の
内
閣
告
示
。
内
閣
訓
令
に
つ
い
て
、
見
直
し
以
前
の
も
の

と
見
直
し
結
果
に
よ
る
も
の
と
を
対
比
す
る
と
r

概
ね
次
の
と
お
り
で

（
三
四
年
七
月
）

当
用
漠
字
表
他

も
に
、

―
一
月
他
）

（
ニ
―
年
―
一
月
）

送
り
仮
名
の
付
け
方

常
用
漠
字
表

一
年
七
月
）

こ
う
し
た
見
直
し
の
結
果
、
新
し
い
円
閣
告
翠
は
法
令
、

日
本
語
教
育
の
基
礎
的
実
際
的
な
調
査
研
究
、

日
本
語
教
育
教

材
の
研
究
開
発
、
研
究
協
議
会
の
開
催
等
必
要
な
施
策
の
推
進
を
図
っ

て
い
る
。
ま
た
f
中
国
引
揚
者
に
対
す
る
日
本
語
教
育
に
つ
い
て
も
r

日
本
語
教
育
教
材
を
作
成
し
配
布
す
る
ほ
か
日
本
語
教
育
指
導
者
に
対

す
る
研
修
会
や
研
究
協
議
会
を
実
施
す
る
な
ど
r

そ
の
充
実
に
努
め
て

文
化
庁
は
、
最
近
に
お
け
る
科
学
技
術
の
著
し
い
進
展
等
に
対
応

し
て
著
作
権
制
度
の
整
備
及
び
そ
の
た
め
の
検
討
に
努
め
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
昭
和
六
二
年
度
以
降
に
お
け
る
主
な
施
策
と
し
て
は
次

レ
コ
ー
ド
製
作
者
及
び

放
送
事
業
者
の
国
際
的
保
護
を
図
る
た
め
作
成
さ
れ
、
現
在
一
＝
二
か
国

が
加
入
し
て
い
る
条
約
で
あ
り
r

我
が
国
の
著
作
権
法
も
こ
の
条
約
を

の
条
約
へ
の
加
入
に
つ
い
て
は
r

著
作
櫂
審
議
会
第
一
小
委
員
会
に
お

い
て
昭
和
五
九
年
五
月
か
ら
検
討
を
行
っ
て
い
た
が
、
昭
和
六
三
年
一

月
に
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
て
公
表
し
た
。
同
報
告
書
に
お
い
て
は
、

隣
接
権
条
約
へ
の
加
入
f
外
国
の
レ
コ
ー
ド
製
作
者
等
ヘ
レ
コ
ー
ド
の

国
語
を
書
き
あ
ら
わ
す
た
め
の
表
記
の
目
安
・
よ
り
ど
こ
ろ
を
示
す
も

明
確
に
さ
れ
た
。

昭
和
六
一
年
―
二
月
一

0
日
に
発
足
し
た
第
一
七
期
国
語
審
議
会
に

お
い
て
は
、
「
現
代
仮
名
遣
い
」
に
関
連
す
る
事
項
と
し
て
外
来
語
の

表
記
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
昭
和
六
二
年
一
月
一
四
旦
第
一

回
総
会
を
開
き
審
議
を
開
始
し
て
、
以
来
r

総
会
と
外
来
語
表
記
委
員

会
に
お
い
て
問
題
点
を
整
理
し
な
が
ら
r

慎
重
に
審
議
を
重
ね
て
い

ま
た
、

国
語
が
平
明
で
S

的
確
で
、
美
し
く
墜
か

r

国
民
全
体
が
国
語
に
対
す
る
意
識
を
芦
叩
咬
国
語
定
大
切
に
す

る
精
神
を
養
う
こ
と
が
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
r

冊
子
に
よ

る
「
こ
と
ば
シ
リ
ー
ズ
」
と
「
美
し
く
豊
か
な
言
葉
を
め
ざ
し
て
」
と

て
い
る
。

近
年
、
国
際
交
流
の
活
発
化
に
伴
い
国
内
外
に
お
け
る
日
本
語
学

習
者
が
増
大
し
て
い
る
ほ
か
f
学
習
者
や
学
習
目
的
も
多
様
化
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
か
ん
が
み
、
日
本
語
教
育
の
振
興
施
策
を
総

合
的
に
推
進
す
る
た
心
日
本
語
教
育
の
実
態
の
把
握
に
努
め
る
と
と

貸
与
に
関
す
る
権
利
を
誇
め
る
こ
と
、
著
作
隣
接
権
の
存
続
期
間
の
延

長
(

-

-

0

年
↓
―
―
i
C
年
）
等
が
提
言
さ
れ

こ
の
う
ち
の
著
作
隣
接

権
の
存
続
期
間
の
延
長
に
係
る
提
言
を
受
げ
て
著
作
権
法
の
一
部
を
改

近
年
、
権
利
者
に
無
断
で
複
製
さ
れ
た
ビ
デ
オ
。
ソ
フ
ト
等
の
い
わ

ゆ
る
海
賊
版
が
大
量
に
市
湯
に
出
回
り
、
著
作
者
等
の
権
利
を
侵
害
し

て
い
る
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
い
る
が
r

著
作
権
審
議
会
第
一
小
委
員

会
に
お
い
て
こ
の
問
題
が
審
議
さ
，
在
昭
和
六
二
年
―

0
月
報
告
書
を

取
り
ま
と
め
て
公
表
し
た
。
同
報
告
書
を
受
け
て
、

版
を
頒
布
の
目
的
で
所
持
す
る
行
為
を
f
新
た
に
著
作
権
等
を
侵
害
す

著
作
権
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
を
第
一
―
二
回
国
会
に
提
出
し

複
写
。
複
製
機
器
の
開
発
普
及
に
よ
り
、
著
作
者
の
み
な
ら
す
出
版

者
の
経
済
的
利
益
が
損
な
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
が

生
じ
て
い
る
が
f
現
行
著
作
権
法
に
お
い
て
は
f

は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

ビ
デ
オ
等
の
海
賊

出
版
者
独
自
の
保
護

出
版
者
の
保
護
の
在
り
方
を

現
代
か
な
づ
か
い

、,

現
代
仮
名
遣
い

＾ 

（五

-
0月）

概
関
で
の
利
用
に

｝
 

題
す
る
こ
デ
オ
テ
ー
プ
を
作
成
し
全
国
の
学
校
教
育
、
社
会
教
育
の
各

（
四
八
年
六
月
）

送
り
が
な
の
つ
け
方

l̀ 

（
見
直
し
以
前
の
告
示
・
訓
令
）

言
見
直
し
後
の
告
示
二
訓
令
）

あ
る
。

る。

こ。f
 

こ

策
の
改
善
の
具
体
策
に
つ
い
て
」
の
諮
問
を
受
け
て
以
来
、
戦
後
国
語

(1) 

国
語
。
著
作
権

の
と
さ
れ
、
個
々
人
の
表
記
を
拘
束
す
る
も
の
で
は
な
し
こ

こ
と
が
望
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存
さ
れ
て
い
る
沖
縄
県
竹
富
町
竹
富
島
ほ
か
二
地
区
を
選
定
し
た
。

る゚

礁
の
美
し
い
自
然
の
中
に
赤
瓦
葺
き
の
密
集
し
た
農
村
集
落
が
よ
く
保

「
大
名
美
術
展
ー
武
士
文
化
の
創
造
と
発
展
」
を
聞
催
す
る
予
定
で
あ

ア
メ
リ
カ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て

北
黄
金
貝
塚
を
史
跡
に
指
定
し
た
。

ま
た

古
学
の
み
な
ら
ず
人
類
学
的
に
も
重
要
な
選
跡
で
あ
る
北
海
道
西
部
の

昭
和
六
二
年
度
の
指
定
し
選
定
に
つ
い
て
は
i
．
特
に
、
全
国
的
に
も

に
鍛
造
技
術
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
六

カぉ

と
し
て
、
日
本
刀
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
と
と
も

さ
ら
に
、
美
術
刀
剣
類
の
製
作
承
認
申
請
を
初
め
て
行
う
者
を
対
象

名
勝
天
然
記
念
物
等
と
し
て
、
指
定
。
選
定
す
る
と
と
も
に
r

そ
れ
ら

、

o

し
る

文
化
庁
で
は
i3

文
化
尉
の
う
ち
霊
要
な
も
の
を
重
要
文
化
財
r

史
跡

は
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

ま

文
化
財
は
、
我
が
国
の
歴
史
、
文
化
等
の
正
し
い
理
解
の
た
め
欠
く

、
。

て
し
る

四
文
化
財
の
保
護

で
あ
る
。

た
「
著
作
権
問
題
に
関
す
る
懇
談
会
」
に
お
い
て
関
係
者
間
の
合
意
形
決
す
べ
き
様
々
な
問
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
化
庁
で
は

受
け
、
昭
和
五
七
年
二
月
、
社
団
法
人
著
作
権
資
料
協
会
に
設
置
さ
れ

ま
た

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
法
的
保
護
に
つ
い
て
は
立

し
て
文
化
庁
長
官
の
指
定
を
受
け
た
財
団
法
人
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
情
報
セ

録
音
こ
録
画
機
器
の
著
し
い
開
発
、
普
及
に
伴
う
家
庭
内
録
音
・
録

⑤
菰
的
録
音
よ
諏
画
問
題
に
関
す
る
検
討

会
は
現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

検
討
す
る
た
め
に
昭
和
六

0
年
七
月
に
著
作
権
審
議
会
に
第
八
小
委
員

会
が
設
置
さ
て
在
同
小
委
員
会
は
現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

近
年
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
，
＇
夕
及
び
そ
の
利
用
技
術
の
開
発
普
及
は

物
に
関
す
る
著
作
権
制
度
上
の
問
題
を
検
討
す
る
た
め
r

昭
和
六

0
年

―
二
月
に
著
作
権
審
議
会
に
第
九
小
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

談
会
は
、

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、

基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、

ま
た
f

ピ
ュ
ー
タ
創
作

同
小
委
員

画
の
増
大
に
よ
り
著
作
権
者
ら
の
経
済
的
利
益
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
し
て
は
r

昭
和
五
六
年
六
月
の
著
作
櫂
審
議
会
第
五
小
委
員
会
報
告
書
の
提
言
を

成
に
向
け
て
話
合
い
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
r

昭
和
六
二
年
四
月
同
懇

私
的
録
音
・
録
画
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
制
度
的
な
検
討

ま
た
r

将
来
の
文
化
の
向
上
発
展
の

そ
の
適
切
な
保
存
e

活
用
を
図
る
こ
と

の
文
化
財
に
つ
い
て
、
有
形
の
文
化
財
に
つ
い
て
は
そ
の
保
存
修
理
、

防
災
、
買
上
け
等
r

無
形
の
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
そ
の
伝
承
者
の
養

糞
記
録
の
作
成
等
、
保
護
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
譜
じ
て
い
る
。

発
見
例
の
少
な
い
縄
文
時
代
前
期
の
人
骨
が
多
数
遣
存
す
る
な
ど
、
考

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と
し
て
、
南
国
の
さ
ん
ご

明
確
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
昭
和
六
一
年
に
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
物

に
係
る
登
録
の
特
例
に
関
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
r

。
フ
ロ
グ
ラ
ム
の
著

作
物
の
特
質
に
見
合
っ
た
登
録
制
度
が
整
備
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

昭
和
六
二
年
度
に
お
し
て
は
、

ン
タ
ー
に
お
い
て
r

プ
ロ
グ
ラ
ム
登
録
を
実
施
す
る
者
と

プ
ロ
グ
ラ
ム
登
録
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

法
的
に
は
解
決
を
み
た
も
の
の
r

C

フ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
著
作
権
法
上
解

コ
ン；

ピ
ユ

ー
タ
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
著
作
権
問
題
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者

会
議
を
設
げ
f
昭
和
六
二
年
ロ
一
月
よ
り
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

昭
和
六
三
年
度
に
お
い
て
は
、
造
立
後
八

0
0年
経
過
し
、
外
気
r

襄
埃
の
影
響
を
受
け
て
損
傷
の
著
し
い
東
大
寺
南
大
門
木
造
金
剛
力

士
立
像
に
つ
い
て
、
計
画
的
か
つ
緊
急
に
修
理
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

史
跡
の
中
で
も
特
に
国
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
中
近
世
の
城

郭
は
築
城
後
数
百
年
を
経
て
石
垣
等
の
崩
壊
の
危
険
が
あ
る
た
め
r

こ

れ
ら
を
緊
急
に
修
理
す
る
こ
と
と
し
、
昭
和
六
三
年
度
に
お
い
て
は
大

坂
城
跡
、
名
護
屋
城
跡
（
佐
賀
県
）
の
修
理
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

ら
、
美
術
刀
剣
刀
匠
技
術
保
存
研
修
会
を
実
施
す
る
ほ
か
、
重
要
無
形

文
化
財
の
伝
承
者
養
成
等
の
充
実
の
た
め
、
昭
和
六
四
年
一
月
か
ら
、

特
別
助
成
金
の
単
価
を
増
額
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

文
化
庁
主
催
に
よ
る
海
外
で
の
古
美
術
展
と
し
て
f
昭
和
六

三
年
度
に
は
、

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り

J
の
よ
う
な
コ

著
し
く
、

コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
図
形
r

音
楽
等
様
々
な
も
の
が
創
作
⑥

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
法
的
保
護
に
係
る
施
策

④
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
創
作
物
に
関
す
る
著
作
櫂
問
題
の
検
討

あ
る
。

に
つ
い
て
f
再
度
r

著
作
権
審
議
会
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
要
望

す
る
旨
の
検
討
結
果
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。
こ
の
要
望
を
受
け

て
、
同
年
五
月
に
著
作
権
審
議
会
に
第
一

0
小
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

同
小
委
員
会
は
私
的
録
音
・
録
画
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
具
体
的
な

方
策
に
つ
い
て
の
制
度
的
な
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
法
的
保
護
に
つ
い
て
は
、
既
に
昭

和
六

0
年
の
著
作
権
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
r

著
作
権
に
よ
る
保
護
が
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学

校

施

設

の

個

控

化

，

多

様

化

巻
頭
論
文

学

校

施

設

の

個

性

化

：

多

様

化

鈴

太

勲

座

談

会

こ
れ
か
ら
の
学
校
施
設
づ
く
り

（

出

席

者

）

岡

島

光

誰

／

加

藤

幸

次

一

長

倉

康

彦

／

谷

口

汎

邦

森

田

清

作

／

八

司

会

＞

木

村

直

詰

文

教

育

方

法

の

多

様

化

に

対

応

す

る

学

校

施

設

森

隆

安

情

報

化

に

対

応

す

る

学

校

厖

設

坂

元

昂

豊

か

な

教

育

環

境

と

し

て

の

学

校

旅

設

長

沢

悟

地

域

社

会

と

学

校

施

設

原

芳

男

一

随

想

一

文
教
施
設
今
昔
~
高
野
文
雄

事
例
紹
介

東

京

都

目

黒

区

立

宮

前

小

学

校

矢

沢

公

雄

静

岡

県

島

田

市

立

初

倉

南

小

学

校

村

松

務

岩

手

県

岩

泉

町

立

釜

津

田

中

学

校

小

野

洛

保

そ

の

他

特
集

次

号

目

▽
四
月
一
日
は
年
度
の
初
め
。
仕
事
を
持
つ

多
く
の
人
々
に
と
っ
て
r

今
年
二
度
目
の
新

年
を
迎
え
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
日
、
ほ
と

ん
ど
の
職
場
で
は
定
罪
の
人
事
異
動
が
行
わ

れ
る
。
組
織
論
的
な
見
方
か
ら
す
れ
ば
、
そ

の
機
能
の
活
性
化
の
た
め
避
け
て
通
れ
な

ヽ

‘
 

▽
私
た
ち
の
職
場
て
も
行
く
人
、
来
る
人
が

い
た
c

＾
人
事
異
動
の
必
要
性
を
理
解
し
て
い

る
つ
も
り
で
も
、
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ

た
上
司
や
同
僚
と
の
離
別
は
、
や
は
り
一
抹

の
寂
し
さ
を
と
も
な
う
。

▽
し
か
し
、
職
場
に
清
新
な
気
風
が
広
が

り
、
新
体
制
の
下
で
各
人
が
決
意
を
新
た
に

す
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
新
年
を
迎
え
る
年

中
行
事
だ
。
二
度
目
の
新
年
を
迎
え
た
と
い

っ
て
よ
い
。

▽
今
月
号
ば
年
度
当
初
の
恒
例
の
企
画
と

し
て
、
文
敦
行
政
の
前
年
度
の
展
開
を
振
り

返
り
、
本
年
度
の
施
策
を
展
望
す
る
「
文
教

施
策
の
進
展
」
を
テ
ー
マ
に
特
築
し
た
。
文

部
省
各
局
課
の
霊
要
施
策
等
を
簡
潔
に
ま
と

め
て
あ
る
の
よ
ミ
広
く
ご
活
用
い
た
だ
く
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。
（
政
策
課
）
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